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進化し続けるまちづくり 

背景 

遠野市地域経営における検証指針 

[課題] 
・人口減少（自治会・行政区の見直し、区長等のあり方） 
・少子高齢化（地域活動専門員の活用） 
・人材の発掘と育成（地区センターの再構築、非常勤職員の登用） 
・行財政基盤の脆弱化（市庁舎・行政委員会の最適化） 

 加速する少子高齢化、人口減少の
中では、これまでのような自治会活
動、人材育成、地域活性化策は、も
はや限界となっています。10年後、
20年度を見据えたまちづくり、仕組
みづくりが、今求められています。 

これまでの仕組みでは限界 

 過疎地域が抱える様々な課題を解
決するためには、市民や民間事業者
等が積極的にまちづくりに参画する
仕組みづくりが必要です。地域総合
力の実現こそが、元気で豊かな明日
を築きます。 

総合力が元気な明日をつくる 

行政と関係団体とのパートナーシップ テーマ１ 

テーマ２ 

テーマ３ 

検証委員会 
 

外部の視点による 
進化まちづくりへの提言 

市民ワーキング 
 

内部の視点による 
進化まちづくりへの提言 

市民組織の再構築と市民協働の検証 

地域づくり施策の検証と事業の再構築 

これまでの仕組みでは限界！ 

第三セクター等の検証 

地域コミュニティ等の検証 

施策等の検証（予定） 前例踏襲型の 
地域づくり 

（終了） 

（新規） 

（新規） 

01 



目的 02 
進化し続けるまちづくり 遠野市地域経営における検証指針 

高度経済成長期の人
口構造、産業動向等
を背景とした 

まちづくり 

少子高齢化、人口減
少など、10～20年後
をイメージした 

まちづくり 

まちづくり手法の転換 



検証項目 03 
進化し続けるまちづくり 遠野市地域経営における検証指針 

コミュニティ検証 
• 「限界集落だから見直す」という視点ではなく、豊かな自然や文化、
歴史などを後世に引き継ぐべき重要な存在として、今後どういう仕
組みをつくり、不足部分をどう補うかという視点で検証 

人材育成等検証 
• 元気で豊かな地域を維持していくための自立した組織としてどのよ
うな人的支援・人材育成が必要か、さらには地域を支えてきた市民
センターや地区センターの今後のあるべき姿、機能は何かを検証 

庁舎機能等検証 
• 行政執行上の効率化だけを目的とするのではなく、超高齢社会に
即した庁舎環境（場所、規模、機能）とは何かという視点で検証。さ
らには行政委員会についても今後どうあるべきかを検証 



方法 04 
進化し続けるまちづくり 遠野市地域経営における検証指針 

基本情報、課題等を事務局で整理 

進化まちづくり検証委員会による検証 

同委員会での検証をもとに市民ワー
キングで検証 

市民ワーキングの意見をもとに検証
委員会で再検討 

検証委員会の意見をまとめた報告書
を市に提出 



スケジュール 05 
進化し続けるまちづくり 遠野市地域経営における検証指針 
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◎検証委員会 

第１回 

概要等の
説明 

第２回 

庁舎機能
等検証 

第３回 

コミュニ
ティ検証 

第４回 

人材育成
等検証 

第５回 

市民提言
内容検討 

第６回 

検証結果
の報告 

◎市民ワーキング 

第１回 

概要等の
説明 

第２回 

コミュニ
ティ検証 

第３回 

人材育成
等検証 

Ｈ27.01 地域経営計画（仮称）の策定 


